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（成果情報名） ダクト送風と飲水方法及び飼料添加材が鶏舎内臭気に及ぼす影響

［要約］ 鶏舎内の臭気軽減を行うため人工気象室を用いてダクト送風、飲水方法及

び飼料添加等の効果を検討した。【試験１】ケージ下にダクトを設置し、鶏ふんに0.

5m/secの風を直接送風することにより鶏舎内のアンモニア濃度を無送風の40%程度に

抑制することができ、硫黄化合物濃度も1/2～1/3に減少できた。間欠送風(15分ON･15

分OFF)の省エネ的送風でも連続送風と同様の効果となった。【試験２】ウオーターピ

ック飲水方式は水樋方式に比べて鶏舎内アンモニア濃度を1/2程度に抑制でき、これ

にダクト送風を組み合わせることでアンモニア濃度は80%抑制できた。【試験３】植

物から抽出した飼料添加抑臭材（0.3%デオドラーゼ添加と0.01%ＭＰＳ添加）は20～2

5%の抑制効果が認められた。

（実施機関・部名）畜産研究所・畜産工学部 連絡先 046-238-4056

［背景・ねらい］

・都市と共存して養鶏経営を行う必要がある。

・鶏舎からの臭気をできるだけ軽減することが肝要である。

・飼養管理の中で臭気軽減を図ることは養鶏経営を継続して行くに重要な課題である。

［成果の内容・特徴］

１ ケージ下にダクトを設置し、鶏ふんに0.5m/secの風を連続して直接送風することによ

り鶏舎内のアンモニア濃度を無送風の40%程度に抑制することができ、硫黄化合物濃度も1

/2～1/3に減少できた。1日14時間の送風や間欠送風(15分ON･15分OFF)の省エネ的送風でも

連続送風と同様の抑制効果が期待できた。臭気が抑制された処理法は、鶏ふん中の水分含

量が低下した。

２ ウオーターピック飲水方式は水樋方式に比べて鶏舎内アンモニア濃度は1/2程度に抑

制でき、これにダクト送風を組み合わせることでアンモニア濃度は80%抑制できた。また、

硫黄化合物では硫化メチルが1/3に抑制できた。

３ 植物から抽出した飼料添加抑臭材（0.3%デオドラーゼ添加と0.01%ＭＰＳ添加）は20

～25%のアンモニア抑制効果が認められた。これらの添加材は1週間以上連続給与して、鶏

ふんを堆積することにより抑制効果が現れた。

［成果の活用面・留意点］

１ ダクト送風は鶏ふんへの直接送風が効果的である。

２ 植物抽出飼料添加材は推奨量の高い方の添加量が必要である。



［具体的データ］

表1 送風と硫黄化合物濃度(ppm)

硫 化 ﾒﾁﾙﾒﾙｶ 硫 化 二硫化

水 素 ﾌﾟﾀﾝ メチル メチル

対照 0.0026 0 0.0030 0.0017

連続 0 0 0.0006 0
14hr 0.0019 0 0.0012 0.0006

間欠 0 0 0.0004 0

表2 飲水方法と送風と硫黄化合物濃度(ppm)

硫 化 ﾒﾁﾙﾒﾙｶ 硫 化 二硫化
水 素 ﾌﾟﾀﾝ メチル メチル

対照 0.0026 0 0.0030 0.0017
ﾋﾟｯｸ 0 0 0.0009 0.0019

連続 0.0031 0 0.0011 0.0020

［資料名］ 平成12年度試験研究成績書（畜産環境・経営流通・企画調整）

［研究課題名］ 家畜飼養環境の改善による生産性の向上と臭気発生防除に関する試験

［研究期間］ 平成１２年度

［研究者担当名］ 岸井誠男・引地宏二・倉田直亮
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図1 ケージ下ダクト送風とｱﾝﾓﾆｱ濃度(飲水は水樋)

7 日間の平均 (無送風 : 7 . 3 p p m連続 : 2 . 7 p p m , 1 4 時間 : 3 . 4 p p m , 間歇 : 3 . 0 p p m )
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図2 給水方式とケージ下ダクト送風効果

8日間の平均:水樋無送風 7 . 3 p p m , ｳ ｵ ｰ ﾀ ｰ ﾋ ﾟ ｯ ｸ無送風 3 . 2 p p m , ｳ ｵ ｰ ﾀ ｰ ﾋ ﾟ ｯ ｸ ･ ﾀ ﾞ ｸ ﾄ  1 . 5 p p m
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図 ３  0 . 3 % ﾃ ﾞ ｨ ｵ ﾄ ﾞ ﾗ ｰ ｾ ﾞ 添 加 と ア ン モ ニ ア 濃 度

1 4 日 間 平 均 ： 対 照 8 . 2 p p m 、 0 . 3 % 添 加 , 7 . 0 p p m
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図４  ＭＰＳ 0 . 0 1 % 添加とアンモニア濃度

８ 日 間 の 平 均 ： 対 照 9 . 4 p p m 、 添 加 7 . 1 p p m


